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隔
年
で
の
議
会
人
事
の
改

選
が
あ
り
、
新
た
な
顔
ぶ
れ

で
初
の
定
例
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
年
前
は
緊
張
感
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
１
期
目
の
議
員

も
、「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
質

問
、
委
員
会
の
審
査
な
ど
で

は
、
新
た
な
構
成
で
も
し
っ

か
り
と
そ
の
役
目
を
果
し
て

い
た
だ
け
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
表
題
に
も
あ
り
ま

す
が
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る

ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発

は
、
我
が
国
を
は
じ
め
国
際

社
会
に
お
い
て
も
非
常
に
危

険
な
こ
と
で
、
今
回
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
を

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
米
軍
基
地
の
有
る
無
し

に
関
わ
ら
ず
、
も
し
も
の
時

に
は
大
き
な
被
害
が
及
ぶ
こ

と
と
な
る
わ
け
で
、
国
に
お

い
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
新
た
に
「
ま
ち
の

魅
力
づ
く
り
対
策
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
の
切
り
札
は
「
よ

そ
者
、
馬
鹿
者
、
若
者
」
と

も
言
わ
れ
（
地
方
創
生
ビ
ジ

ネ
ス
の
教
科
書
：
増
田
寛
也

著
か
ら
）、
部
外
者
の
目
線

も
取
り
入
れ
た
い
と
の
意
見

も
出
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
委
員

会
に
も
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 編

集
後
記
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▼
１
日
目
（
６
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
17
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
市
議
会
議

長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
議
員

へ
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
８
面
に
掲
載
）

そ
の
後
、
４
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
７
日
）
は
、
５

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
８
日
）
は
、
４

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
９
日
）
は
、
市

長
提
出
議
案
及
び
陳
情
に
つ

い
て
は
、
所
管
の
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
表
彰
及
び
一
般
表

彰
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
へ

の
付
託
は
省
略
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
議
案
１

件
に
つ
い
て
は
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
22
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
市
長
提
出
議
案
４
件
は

委
員
長
報
告
の
後
、
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件

の
う
ち
１
件
は
不
採
択
、
１

件
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
た
に
提
出
さ

れ
た
市
長
提
出
議
案
７
件
、

委
員
会
及
び
議
員
提
出
議
案

２
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

同
意
及
び
可
決
さ
れ
、
今
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

　

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
22

日
ま
で
会
期
17
日
間
で
開
催
さ
れ
、
13
名
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
市
長
提
出
議
案
13
件
、
委
員
会
及
び
議
員
提
出

議
案
３
件
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
は
、
５
年
の
期
限
延
長
を
経
て
、

平
成
30
年
５
月
16
日
を
も
っ
て
失
効
と
な
る
。

　

同
法
は
、
昭
和
33
年
の
制
定
以
来
、
基
地
の
統
合
・
返
還
に
よ
り
生

じ
た
多
数
の
離
職
者
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
た
施
策
を

講
じ
つ
つ
、
期
限
延
長
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
に
お
い
て
も
、
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
雇
用
問
題
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

よ
っ
て
、福
生
市
議
会
は
、政
府
等
に
対
し
、同
法
の
期
限
を
延
長
し
、

日
本
人
従
業
員
の
雇
用
安
定
確
保
及
び
離
職
者
対
策
に
万
全
を
期
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

　

北
朝
鮮
は
我
が
国
政
府
は
じ
め
、
国
際
社
会
か
ら
の
度
重
な
る
自
制

要
請
を
無
視
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
在
日
米
軍
基
地
を
標
的
と
す

る
声
明
を
出
し
て
お
り
基
地
の
み
な
ら
ず
本
市
を
含
む
周
辺
地
域
に
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
核
開
発
に
つ
い
て
も
、
核
開
発
を
中
止
す
る
意
思
の
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
国

際
社
会
と
連
携
協
力
し
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中

止
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
有
効
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
）

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
期
限
延
長
に
関
す
る

意
見
書
（
要
旨
）

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

議
員
提
出
議
案
第
３
号

る
飲
食
店
の
紹
介
な
ど
、
若

者
の
視
点
も
取
り
入
れ
た
観

光
資
源
の
再
発
見
の
必
要
性
。

・
現
在
の
観
光
資
源
を
分
析

し
、
再
構
築
し
て
い
く
。

・
和
と
洋
の
文
化
の
更
な
る

魅
力
づ
く
り
の
推
進
。

・
基
地
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
。

・
多
摩
産
材
に
よ
る
伝
統
工

芸
産
業
の
振
興
な
ど
、
広
域

で
の
観
光
行
政
の
取
り
組
み
。

・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
充
実
に
よ
る
交

流
人
口
の
創
出
。

・
福
生
市
内
で
途
切
れ
て
い

る
玉
川
上
水
の
歩
道
の
開
通
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
あ

る
中
、
も
う
少
し
基
本
的
な

調
査
研
究
が
必
要
で
は
と
の

立
場
か
ら
、
市
と
連
携
し
て

観
光
行
政
を
進
め
て
い
る
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
を

招
き
、
福
生
市
に
お
け
る
観

光
行
政
等
の
提
案
を
聞
き
、

委
員
会
と
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
検
討

す
る
の
が
よ
い
の
で
は
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者

と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
福
生

市
Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ

ｅ
ｒ
ｙ
（
ト
ウ
キ
ョ
ウ　

サ

ケ　

ブ
ル
ワ
リ
ー
）」
の
制

作
を
担
当
し
た
森
ビ
ル
株
式

会
社
や
情
報
誌「
じ
ゃ
ら
ん
」

を
編
集
し
、
酒
蔵
関
連
の
事

業
を
受
託
し
て
い
る
株
式
会

ｒ
ｙ（
ト
ウ
キ
ョ
ウ　

サ
ケ　

ブ
ル
ワ
リ
ー
）」
や
福
生
市
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
「
Ｗ
ｈ
ａ

ｔ
ｓ̀　

Ｕ
Ｐ　

Ｆ
ｕ
ｓ
ｓ
ａ

（
ワ
ッ
ツ 

ア
ッ
プ 

フ
ッ
サ
）」
の

上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
企
画
調
整
課
よ

り
、Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス

※
）・
地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
観
光
に
関

す
る
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
福

生
市
交
流
人
口
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス
）

は
、
地
方
創
生
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
情
報
面
か
ら

支
援
す
る
た
め
に
、
経
済
産

業
省
と
内
閣
官
房
（
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事

務
局
）
が
提
供
し
て
い
る
デ

ー
タ
。

２　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
　

各
委
員
よ
り
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
中
野
区
の
よ
う
に
、
歴
史

あ
る
神
社
仏
閣
や
人
気
の
あ

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
設
の
委

員
会
で
あ
り
、調
査
事
項（
付

議
事
件
）
は
、「
新
た
な
観
光

資
源
の
創
出
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
件
の
議
題
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

福
生
市
の
観
光
行
政
の

現
状
に
つ
い
て

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課

よ
り
福
生
七
夕
ま
つ
り
、
ふ

っ
さ
桜
ま
つ
り
、
ほ
た
る
祭
、

観
光
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
等
の
ま

ち
な
か
お
も
て
な
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
ア
メ
リ
カ
ン

ハ
ウ
ス
を
中
心
に
情
報
発
信

を
行
う
ベ
ー
ス
サ
イ
ド
ス
ト

リ
ー
ト
観
光
事
業
、
市
内
２

つ
の
酒
蔵
を
含
む
「
東
京
の

酒
」
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
推
進

す
る
酒
蔵
事
業
及
び
Ｊ
Ａ
Ｆ

観
光
協
定
の
現
状
や
今
後
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
施
報
告
と
し
て
、

平
成
28
年
福
生
七
夕
ま
つ
り

等
の
収
支
決
算
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
再
生
回

数
が
56
万
回
で
あ
る
福
生
市

Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｅ

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

対
策
特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

　

対
策
特
別
委
員
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
講
師
に
招
く
こ
と
が

可
能
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
次
回
の
委
員

会
を
開
催
予
定
の
９
月
定
例

会
に
お
い
て
講
演
を
行
う
よ

う
調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
４
件
の
議
題
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１　

平
成
28
年
度
防
衛
補
助

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
補
助
事
業

は
３
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

市
道
幹
線
Ⅱ

-

19
号
線
外
１

改
良
事
業
（
第
４
工
区
）
は
、

事
業
費
１
億
77
万
円
、
補
助

額
８
５
９
１
万
３
千
円
。
防

災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

は
、
事
業
費
15
億
８
９
４
４

万
６
千
円
、
補
助
額
11
億
９

２
０
８
万
３
千
円
。
新
扶
桑

会
館
整
備
事
業
実
施
設
計
は
、

事
業
費
６
０
４
万
７
千
円
、

補
助
額
３
１
５
万
８
千
円
。

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
は
３
事
業
で
、

基
金
へ
の
積
み
立
て
が
実
施

さ
れ
た
。
防
災
食
育
セ
ン
タ

ー
食
育
用
備
品
整
備
事
業
は

積
立
額
３
億
円
。
英
語
教
育

指
導
助
手
（
外
国
人
）
委
託

事
業
は
積
立
額
９
千
万
円
。

福生市地酒で乾杯を推進する条例福生市地酒で乾杯を推進する条例

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

▲グローバルホーク（yokotajohoブログより）

平成29年
第2回定例会
平成29年
第2回定例会

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

　

及
び
核
開
発
の
中
止
を
求
め
る

 

意
見
書
を
提
出

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

　

及
び
核
開
発
の
中
止
を
求
め
る

 

意
見
書
を
提
出

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

書
（
29

-

２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

論
の
付
い
た
陳
情
は
次

陳　

情

陳　

情

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
推

進
、
ま
た
、
こ
の
制
度
を
持
続
可

能
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

意
に
沿
い
難
い
。

◆
採
択

○「
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時

措
置
法
」
の
延
長
に
関
す
る
陳
情

書
（
29

-

３
号
）

議員表彰
　全国市議会議長会では、議員として
多年にわたり地方自治に功績のあった
方を表彰しています。
　平成29年度においては、次の方が表
彰されました。

議員10年以上
　清水義朋 議員　末次和夫 議員
　乙津豊彦 議員　杉山行男 議員

～福生市議会では地酒による乾杯で
地域の伝統及び文化への理解を促進する

取り組みを推進しています～

～福生市議会では地酒による乾杯で
地域の伝統及び文化への理解を促進する

取り組みを推進しています～

市
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業

は
積
立
額
１
２
２
０
万
円
。

２　

平
成
30
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
防
衛
補
助
事

業
の
概
算
要
望
と
し
て
、
次

の
事
業
を
要
望
し
て
い
る
。

①
雨
水
管
渠
更
生
事
業
に
係

る
全
体
計
画
調
査
委
託

②
第
三
小
学
校
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
工
事
（
講
堂
）

③
第
五
小
学
校
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
工
事
（
校
舎
）

④
、⑤
第
六
小
学
校
の
防
音

機
能
復
旧
（
復
機
）
設
計
委

託
（
校
舎
）
及
び
（
講
堂
）

⑥
、⑦
第
三
中
学
校
防
音
機

能
復
旧
（
復
機
）
設
計
委
託

（
校
舎
）
及
び
（
講
堂
）

⑧
新
扶
桑
会
館
整
備
工
事

⑨
防
災
行
政
無
線
施
設
改
良

工
事
設
計
委
託
。

　

９
事
業
補
助
額
３
億
３
１

３
３
万
４
千
円
。

３　

横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

　

７
月
18
日
に
予
定
し
て
い

る
委
員
会
の
全
委
員
に
よ
る

防
衛
省
及
び
北
関
東
防
衛
局

へ
の
要
請
行
動
の
要
望
事
項

案
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

要
望
は
全
８
項
目
で
あ
る
。

４　

横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
３
月
17
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
計
６
機
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
横
田
基
地
に
飛
来
し
た
。

②
人
員
降
下
訓
練
が
３
回
行

わ
れ
、
市
民
か
ら
騒
音
に
よ

る
苦
情
が
７
件
あ
っ
た
。

③
横
田
基
地
を
離
陸
し
た
Ｃ

-

５
輸
送
機
が
油
圧
計
の
異

常
の
た
め
横
田
基
地
へ
再
び

着
陸
し
た
。

④
横
田
基
地
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。

⑤
横
田
基
地
で
関
東
航
空
機

空
中
衝
突
防
止
対
策
会
議
が

開
催
さ
れ
、
民
間
航
空
機
が

飛
来
し
た
。

⑥
米
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
艦
載
機
の
着
陸
訓
練
が

硫
黄
島
で
実
施
で
き
な
い
場

合
は
横
田
基
地
を
使
用
し
て

実
施
す
る
と
の
連
絡
が
国
か

ら
あ
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
。

⑦
米
空
軍
無
人
偵
察
機
グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が
横
田
飛
行

場
へ
一
時
展
開
し
て
い
る
。

⑧
市
内
で
米
軍
関
係
者
に
よ

る
交
通
事
故
が
あ
っ
た
。

⑨
５
月
26
日
か
ら
６
月
９
日

に
横
田
飛
行
場
に
米
軍
Ｆ

-

16
な
ど
の
航
空
機
が
飛
来
し

た
。

▲観光施策のひとつである福生七夕まつり



◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 案れたたた案件た案件されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
よ
り
、
福
生
市
第
一

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
福

生
市
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
を
統
合
し
、
移
設
す
る
こ

と
に
伴
い
、
必
要
な
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

◎
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

３
１
８
６
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
４
９
億
４
１

８
６
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

　

歳
入
の
、
国
庫
補
助
金
３

２
５
８
万
２
千
円
は
、
保
育

所
等
整
備
交
付
金
、
体
育
館

非
構
造
部
材
落
下
防
止
対
策

事
業
補
助
金
及
び
第
一
中
学

校
新
校
舎
便
所
改
良
事
業
補

助
金
。
都
補
助
金
４
８
２
８

万
３
千
円
は
、
消
費
者
行
政

推
進
交
付
金
、
体
育
館
非
構

造
部
材
落
下
防
止
対
策
事
業

補
助
金
及
び
第
一
中
学
校
新

校
舎
便
所
改
良
事
業
補
助
金
。

基
金
繰
入
金
３
千
万
円
は
、

学
校
施
設
等
整
備
基
金
繰
入

金
。
市
債
２
１
０
０
万
円
は
、

小
学
校
体
育
館
非
構
造
部
材

落
下
防
止
対
策
事
業
債
。

　

歳
出
の
、
戸
籍
住
民
基
本

台
帳
費
64
万
８
千
円
は
、
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

の
改
正
に
よ
り
外
国
人
の
在

留
資
格
の
追
加
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
シ

ス
テ
ム
の
改
良
を
行
う
も
の
。

児
童
福
祉
費
４
９
４
万
１
千

円
は
、
社
会
福
祉
法
人
不
動

福
祉
会
が
行
う
熊
川
保
育
園

の
保
育
室
の
拡
張
工
事
に
対

し
て
補
助
を
行
う
も
の
。
商

工
費
３
５
７
１
万
６
千
円
は
、

今
年
４
月
の
商
工
会
の
人
事

異
動
に
よ
る
福
生
市
商
工
会

補
助
金
（
人
件
費
分
）
２
０

８
万
７
千
円
の
増
額
と
、
高

齢
者
を
対
象
に
悪
質
商
法
な

ど
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
啓
発
事
業
な
ど
に

要
す
る
経
費
３
３
６
２
万
９

千
円
。
基
金
費
１
億
円
は
、

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
基
金
へ
の
積

立
金
で
、
小
学
校
体
育
館
非

構
造
部
材
落
下
防
止
対
策
事

業
及
び
第
一
中
学
校
新
校
舎

便
所
改
良
事
業
に
対
す
る
文

部
科
学
省
所
管
の
国
庫
補
助

金
及
び
都
補
助
金
を
追
加
す

る
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
で

充
当
し
て
い
た
特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
１

億
円
を
財
源
振
替
し
、
事
業

基
金
へ
の
積
立
金
と
す
る
も

の
。
予
備
費
９
４
４
万
円
減

は
、
財
源
調
整
。

　

地
方
債
補
正
の
、
小
学
校

体
育
館
非
構
造
部
材
落
下
防

止
対
策
事
業
債
２
１
０
０
万

円
は
、
小
学
校
体
育
館
非
構

造
部
材
落
下
防
止
対
策
事
業

に
つ
い
て
、
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
か
ら

文
部
科
学
省
及
び
都
補
助
金

へ
の
財
源
振
替
で
生
じ
る
差

額
に
充
て
る
も
の
。

◎
新
扶
桑
会
館
整
備
工
事
（
建

築
）
請
負
契
約

　

現
在
の
扶
桑
会
館
を
取
り

壊
し
、
新
た
に
市
営
福
生
駅

西
口
駐
車
場
跡
地
に
扶
桑
会

館
を
整
備
す
る
も
の
で
、
予

定
価
格
１
億
５
千
万
円
以
上

の
た
め
、
福
生
市
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
。
契
約
金
額
２

億
６
４
１
８
万
９
６
０
０
円
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
表
彰
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
本
市
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
平
野
裕
子
氏

を
、
福
生
市
表
彰
条
例
第
３

条
第
１
項
第
３
号
の
該
当
者

と
し
て
、
自
治
功
労
表
彰
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

福
生
市
表
彰
条
例
第
４
条

第
１
号
の
該
当
者
24
名
を
表

彰
す
る
も
の
。

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
德
永
喜
昭
氏
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
木
村
勝
代
氏
、

井
上
武
氏
、
野
島
征
三
氏
、

町
会
長
等
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
溝
渕
幸
太
郎
氏
、
佐
藤
喜

久
雄
氏
、
渡
邉
徹
夫
氏
、
西

川
雅
博
氏
、
小
澤
芳
輝
氏
、

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
河
上
一
雄

氏
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
田
坂
哲
哉
氏
、
社
会
福
祉

協
力
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
山
崎　

江
氏
、
藤
原
勝
氏
、

石
川
實
氏
、
田
村
洋
明
氏
、

介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
小
澤
正
明
氏
、

交
通
安
全
推
進
委
員
会
委
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
山
下
三

郎
氏
、
國
友
久
夫
氏
、

嶋

秀
機
氏
、
村
野
茂
氏
、
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
と
し
て
貢

献
さ
れ
た
小
林
歌
子
氏
、
地

域
自
立
支
援
協
議
会
委
員
、

社
会
教
育
委
員
、
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
委
員
、
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
委

員
、
み
ど
り
の
推
進
委
員
及

び
消
防
団
員
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
大
杉
浩
司
氏
、
消
防
団

員
と
し
て
貢
献
さ
れ
、
現
在

も
活
躍
中
の
山
上
高
広
氏
、

清
水
辰
雄
氏
の
各
氏
を
、
一

般
表
彰
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
も
の
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

都
道
１
６
６
号
線
の
う
ち
、

松
林
通
り
を
起
点
、
福
生
駅

前
の
西
武
信
用
金
庫
を
終
点

と
す
る
路
線
の
位
置
づ
け
が
、

ま
ち
の
発
展
や
本
市
内
を
通

過
す
る
新
た
な
都
道
幹
線
道

路
整
備
な
ど
に
よ
り
幹
線
道

路
か
ら
生
活
道
路
に
変
貌
し

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
管
理
を

都
か
ら
本
市
へ
移
管
し
て
市

道
第
１
２
７
９
号
線
と
し
て

認
定
し
、
管
理
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
第
一
中
学
校
南
側

の
教
会
踏
切
か
ら
下
る
市
道

第
16
号
線
に
取
り
つ
く
私
道

は
、
降
雨
時
に
公
道
か
ら
雨

水
が
流
れ
込
み
、
排
水
処
理

を
行
っ
て
も
、
な
お
十
分
な

雨
水
対
策
が
取
れ
ず
、
放
置

す
る
と
重
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
所

有
者
か
ら
の
私
道
の
寄
附
の

申
し
出
に
基
づ
き
、
市
道
第

３
３
５
号
線
と
し
て
認
定
し
、

管
理
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

福
生
市
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
、
石
川
惠
一
氏
、
石

川
泰
広
氏
、
小
山
明
男
氏
、

古
谷
清
一
氏
、
村
野
昭
氏
、

森
田
龍
幸
氏
及
び
吉
澤　

治

氏
の
７
名
を
任
命
同
意
す
る

も
の
。

◎
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時

措
置
法
の
期
限
延
長
に
関
す

る
意
見
書
（
委
員
会
提
出
議

案
）

　

１
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ

ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
（
議
員
提

出
議
案
）

　

１
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　

６
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
市
道
路

線
の
認
定
箇
所
及
び
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
（
も
く
せ
い

会
館
）
を
現
地
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
件
の
議
案

を
審
査
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

商
工
会
へ
の
補
助
金
の

増
額
の
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

消
費
者
行
政
推
進
交
付
金
は

毎
年
度
あ
る
の
か
ど
う
か
。

答　

平
成
29
年
４
月
の
段
階

で
商
工
会
３
名
の
人
事
異
動

が
あ
り
、
そ
の
３
名
の
う
ち

平
成
28
年
度
中
は
課
長
の
職

が
い
な
か
っ
た
が
、
課
長
の

職
が
こ
こ
で
配
置
さ
れ
人
件

費
が
増
と
な
っ
て
い
る
。
消

費
者
行
政
推
進
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
度
で
新

規
事
業
の
申
請
が
最
後
と
な

っ
て
い
る
。

問　

消
費
者
行
政
推
進
交
付

金
で
、
電
柱
を
活
用
し
た
啓

発
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

東
電
の
電
柱
が
対
象
で
、

電
柱
自
体
に
設
置
す
る
巻
き

広
告
で
あ
る
。

問　

消
費
者
啓
発
事
業
の
効

果
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

特
殊
詐
欺
の
件
数
が
平

成
26
年
度
、
平
成
27
年
度
は

８
件
ず
つ
で
あ
っ
た
が
、
平

成
28
年
度
は
４
件
で
あ
っ
た

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て問　

雨
水
が
流
入
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
位
の
量
な

の
か
。
私
道
を
市
道
と
し
て

寄
附
を
受
け
る
に
あ
た
り
、

基
準
、
要
件
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答　

平
成
28
年
８
月
の
台
風

９
号
で
は
、
道
路
内
が
約
20

㎝
の
冠
水
に
な
っ
た
。
主
な

条
件
に
つ
い
て
は
、
起
点
及

び
終
点
が
市
道
に
接
続
し
、

幅
員
４
ｍ
以
上
、
す
み
切
り

２
ｍ
以
上
、
道
路
敷
地
の
境

界
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
件
は
雨
水
が
流
入
す
る
た

め
寄
附
を
受
け
た
。

問　

１
２
７
９
号
線
の
方
で
、

移
管
に
当
た
っ
て
東
京
都
に

何
か
条
件
を
付
け
た
こ
と
は

あ
っ
た
か
。

答　

市
で
道
路
を
整
備
す
る

の
で
は
な
く
、
都
で
整
備
を

し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
い
た

後
に
移
管
す
る
と
い
う
条
件

で
受
け
た
。

　

６
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
市
内
の

れ
ん
げ
園
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
元
気
の
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
件
の

議
案
を
審
査
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　

熊
川
保
育
園
改
良
費
補

助
金
に
よ
る
工
事
の
内
容
と

そ
の
効
果
は
。

答　

保
育
室
の
仕
切
り
や
棚

を
取
り
払
っ
た
り
、
廊
下
に

拡
張
す
る
こ
と
で
、
面
積
を

増
や
し
、
定
員
を
１
歳
児
３

人
、
２
歳
児
２
人
、
３
歳
児

１
人
、
全
体
で
74
人
か
ら
80

人
に
増
や
す
。

問　

住
民
基
本
台
帳
事
務
の

シ
ス
テ
ム
改
良
の
内
容
は
。

答　

在
留
資
格
コ
ー
ド
の
拡

張
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
の
画
面
表
示
追
加
、
住
民

票
な
ど
の
帳
票
へ
の
新
た
な

在
留
資
格
の
反
映
で
あ
る
。

問　

シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
料

の
積
算
根
拠
、
保
育
園
改
良

費
補
助
額
算
出
根
拠
、
定
員

増
後
の
面
積
要
件
確
保
は
。

答　

シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
料

の
積
算
根
拠
は
、
同
じ
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
30
自

治
体
で
、
必
要
な
総
費
用
を

人
口
割
で
案
分
し
て
負
担
額

を
算
出
、
諸
費
用
を
加
え
た

金
額
で
あ
る
。
保
育
園
の
改

良
工
事
後
、
定
員
を
増
や
し

て
も
面
積
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
。
改
良
工
事
の

補
助
基
準
額
は
、
市
の
建
築

担
当
な
ど
公
的
機
関
と
工
事

請
負
業
者
の
２
者
以
上
で
見

積
り
、
こ
れ
を
比
較
し
低
い

方
の
額
を
基
準
と
す
る
。

問　

住
民
基
本
台
帳
事
務
の

シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
料
へ
の

補
助
金
は
あ
る
の
か
、
保
育

所
待
機
児
童
の
状
況
と
見
通

し
は
。

答　

国
等
か
ら
の
補
助
金
は

無
い
。
待
機
児
童
は
、
平
成

29
年
度
４
月
は
ゼ
ロ
だ
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
。

問　

新
た
な
在
留
資
格
の
技

能
実
習
３
号
イ
と
ロ
と
は
。

今
後
の
資
格
追
加
対
応
は
。

答　

技
能
実
習
３
号
イ
は
、

日
本
の
企
業
等
が
海
外
の
現

地
法
人
、
合
弁
企
業
や
取
引

先
企
業
の
職
員
を
受
け
入
れ

る
も
の
、
技
能
実
習
３
号
ロ

は
、
事
業
協
同
組
合
、
商
工

会
な
ど
の
団
体
に
加
盟
す
る

企
業
等
で
技
能
実
習
を
行
う

も
の
の
う
ち
４
年
目
、
５
年

目
の
受
け
入
れ
資
格
で
あ
る
。

今
後
同
様
の
追
加
に
は
対
応

で
き
る
。

　

な
お
、
２
件
の
陳
情
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
提
出
さ
れ

た
１
件
を
採
択
し
、
意
見
書

の
提
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
継
続
審
査
と
さ
れ
て

い
た
１
件
は
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

６
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問　

福
生
市
公
立
学
校
と
福

生
市
立
学
校
と
の
違
い
、
用

語
の
整
理
を
行
う
理
由
は
。

答　

公
立
学
校
は
範
囲
が
広

い
の
で
、
市
例
規
の
他
の
規

則
等
と
同
様
に
市
立
に
整
理

す
る
。

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

愛
称
を
付
け
る
考
え
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
愛
称
を

付
け
る
考
え
は
な
い
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

小
学
校
体
育
館
非
構
造

部
材
落
下
防
止
対
策
事
業
の

歳
入
に
お
い
て
同
じ
名
前
の

補
助
金
が
２
つ
計
上
さ
れ
て

い
る
が
違
い
と
経
緯
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
国
庫
補
助
金

と
都
補
助
金
で
事
業
費
の
３

分
の
１
と
６
分
の
１
が
補
助

さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
交
付
決

定
時
期
に
予
算
編
成
が
終
了

し
て
い
た
た
め
６
月
補
正
と

な
っ
た
も
の
。

問　

防
衛
省
９
条
交
付
金
か

ら
文
科
省
及
び
東
京
都
の
補

助
金
に
振
り
替
え
た
理
由
は
。

答　

使
途
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
れ
ら
の
補
助
金
に
対
し
、

９
条
交
付
金
は
、
一
定
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
ハ
ー
ド
に

も
ソ
フ
ト
に
も
使
え
る
の
で

他
の
事
業
に
充
当
で
き
る
た

め
。

問　

財
源
振
替
に
伴
う
不
足

額
を
、
小
学
校
体
育
館
非
構

造
部
材
落
下
防
止
対
策
事
業

で
は
事
業
債
を
使
い
、
便
所

改
良
事
業
で
は
学
校
施
設
等

整
備
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る

の
は
。

答　

非
構
造
部
材
落
下
防
止

対
策
事
業
の
起
債
は
、
元
利

償
還
金
の
50
％
が
普
通
交
付

税
に
算
入
さ
れ
る
が
、
便
所

改
良
事
業
の
起
債
は
算
入
さ

れ
な
い
た
め
。

問　

非
構
造
部
材
落
下
防
止

対
策
事
業
に
お
け
る
起
債
と

一
般
財
源
の
考
え
方
は
。

答　

起
債
は
特
定
財
源
を
除

い
た
額
の
75
％
と
決
め
ら
れ

て
お
り
、
残
り
は
一
般
財
源

と
な
る
。

◇
新
扶
桑
会
館
整
備
工
事

（
建
築
）
請
負
契
約

問　

３
者
に
よ
る
入
札
と
な

っ
た
経
緯
及
び
関
連
工
事
を

分
離
発
注
す
る
理
由
は
。

答　

も
く
せ
い
会
館
建
設
工

事
に
比
べ
難
易
度
が
低
く
資

格
要
件
を
下
げ
た
た
め
。
分

離
発
注
は
市
内
業
者
の
受
注

拡
大
、
育
成
を
図
る
た
め
。

問　

工
事
説
明
会
の
予
定
は
。

答　

７
月
中
旬
を
予
定
し
て

お
り
近
隣
へ
の
ビ
ラ
の
配
布
、

回
覧
等
で
周
知
す
る
。

問　

杭
打
ち
工
事
は
。

答　

既
存
の
杭
を
全
て
撤
去

し
た
う
え
で
新
規
の
杭
打
ち

を
行
う
予
定
。

問　

現
在
の
名
称
は
引
き
継

ぐ
の
か
、
身
体
障
害
者
の
方

の
駐
車
場
は
。

答　

名
称
は
引
き
継
ぐ
予
定
、

身
体
障
害
者
用
の
駐
車
場
は

敷
地
内
に
設
置
。

問　

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
環

境
へ
の
配
慮
、
防
衛
補
助
の

活
用
は
。

答　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
設
置

で
き
な
い
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を

採
用
、
防
衛
補
助
で
災
害
時

に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
を
動
か
す

自
家
発
電
設
備
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）

を
設
置
す
る
予
定
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、付託され
た議案及び陳情の審査が６月13日、14日
及び15日の３日間、建設環境・市民厚生・
総務文教委員会の順で行われました。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程
や議案の取り扱い、議会だよりの編集等
で６回行われました。
　また、横田基地対策特別委員会、まち
の魅力づくり対策特別委員会が６月16日
に行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委
員会から報告された主な審査概要をまと
めました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

に
関
す
る
陳
情
書

■
賛
成

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度

改
革
改
正
法
は
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
約
11
万
人
、
施

設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
約

１
万
人
が
対
象
。
医
療
保

険
制
度
で
も
70
歳
以
上
の

高
額
療
養
費
制
度
の
自
己

負
担
限
度
額
引
き
上
げ
で
、

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
の
た
め
、

こ
の
陳
情
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
る
と
、
平
成

30
年
８
月
か
ら
収
入
に
よ

っ
て
は
３
割
負
担
と
な
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
利
用

料
の
自
己
負
担
が
増
え
る

と
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

予
測
さ
れ
る
の
で
、
こ
の

陳
情
に
は
賛
成
で
あ
る
。

●
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ

サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

■
反
対

　

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ

サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発

に
つ
い
て
反
対
す
る
こ
と

に
は
、
賛
成
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
意
見
書
に
「
あ

ら
ゆ
る
有
効
な
措
置
」
の

文
言
を
入
れ
る
こ
と
は
、

軍
事
に
傾
斜
し
て
い
る
政

権
に
対
す
る
誤
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な

り
、
反
対
で
あ
る
。

■
賛
成

　

我
が
国
は
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
、
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
に
向
け
た

強
い
信
念
を
持
っ
た
国
で

あ
り
、
本
意
見
書
は
こ
れ

を
踏
ま
え
、「
あ
ら
ゆ
る
有

効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
」
と
し

て
お
り
、
何
ら
反
対
す
る

理
由
は
な
く
、
賛
成
す
る
。

■
反
対

　

こ
の
意
見
書
に
は
概
ね

賛
成
で
は
あ
る
が
、
「
あ

ら
ゆ
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
」
の
文
言
で
は
な
く
、

「
対
話
と
圧
力
」
な
ど
平

和
的
解
決
に
向
け
た
文
言

を
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

反
対
す
る
。

●
「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準

備
罪
」
の
慎
重
審
議
を
求

め
る
意
見
書

■
反
対

　

テ
ロ
等
組
織
犯
罪
は
国

際
協
力
な
く
し
て
防
止
で

き
な
い
。
ま
た
、
国
会
審

議
に
お
い
て
も
一
般
人
に

は
こ
の
罪
は
及
ば
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
意
見
書
に
は
反
対
す
る
。

■
反
対

　

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
で

は
、
重
大
な
犯
罪
を
起
こ

す
た
め
に
存
在
し
て
い
る

集
団
が
処
罰
の
対
象
で
あ

り
、
あ
た
か
も
一
般
人
が

日
常
的
に
捜
査
対
象
に
な

る
か
の
よ
う
な
的
外
れ
な

指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

意
見
書
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

本
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

慎
重
審
議
の
結
果
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
制
度
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

討
論

▼
４
月

12
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
関
東
部
会
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談

役
会
議

17
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

臨
時
総
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

八
高
線
八
王
子
・
高
麗

川
間
複
線
化
促
進
協
議

会
監
査

25
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

例
月
出
納
検
査

▼
５
月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

第
１
回
臨
時
会

15
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
16

日
ま
で
）

18
日　

定
期
監
査
（
19
日
ま
で
）

19
日　

東
京
都
三
多
摩
地
区
消

防
運
営
協
議
会
通
常
総

会

24
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

25
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
理

事
会
・
総
会

29
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

定
例
総
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

▼
６
月

６
日　

第
２
回
定
例
会
１
日
目

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

第
２
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

第
２
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

第
２
回
定
例
会
４
日
目

全
員
協
議
会

13
日　

建
設
環
境
委
員
会

14
日　

市
民
厚
生
委
員
会

15
日　

総
務
文
教
委
員
会

16
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
対

策
特
別
委
員
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

22
日　

第
２
回
定
例
会
５
日
目

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
議

員
総
会

例
月
出
納
検
査

「
議
会
日
誌
」

▲市道第1279号線の認定箇所を現地視察

▲園舎の改良が予定されている熊川保育園 ▲福生市表彰式で表彰された方々

▲福生市防災食育センター調理室の様子



平成29年 第2回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

乙津 豊彦
（併用）

⑩

町田 成司
（一問一答）

佐藤 弘治
（一括）

三原 智子
（一問一答）

③

⑪

堀 雄一朗
（併用）

⑫

⑬

池田 公三
（一問一答）

原田　剛
（併用）

奥富 喜一
（一問一答）

五十嵐 みさ
（一問一答）

青木　 健
（一問一答）

１　横田基地について
　⑴ＣＶ－22オスプレイについて
　⑵ＲＱ－４グローバルホークについて
　⑶国からの情報提供について
２　電線類地中化について
　⑴電線類地中化に対する東京都の動きについて
　⑵市の考え方について

１　福生市公式キャラクターの運用について
　　⑴福生市公式キャラクター「たっけー」の運用、管理
　　　について
２　道路行政について
　⑴道路整備計画の概要について
　
１　公園管理について
　⑴かに坂公園ののり面の対応について
２　総合戦略に基づく定住化施策について
　⑴具体的な取り組み等について
３　福生市中央体育館について
　⑴老朽化対策等について
４　交通安全対策について
　　⑴中学校で実施されたスケアード・ストレイト方式の
　　　交通安全教室について
　⑵高齢者の交通安全対策について

１　マイナンバーについて
　　⑴通知カード並びにマイナンバーカードの発行状況に
　　　ついて
　⑵運用状況並びにスケジュールについて
　⑶手続きにおける個人番号の記載・確認について
２　国道16号線拡幅工事について
　⑴現状について
　⑵事業に対する市の関与について

１　市民の安全対策について
　　⑴他国からの武力攻撃等に対する現在の市の対応につ

いて
　⑵Ｊアラートの周知について
２　総合教育会議について　
　⑴会議の役割と市長の考えについて
　⑵平成29年度第１回総合教育会議について

１　民生委員・児童委員について
　⑴民生委員制度の概要等と職務について
　⑵配置等について
　⑶行政、学校との連携について
　⑷民生委員制度100周年記念事業について
２　まちづくり行政について
　⑴公共施設等総合管理計画について
　⑵立地適正化計画の方向性について

１　多文化共生について
　⑴多文化共生推進の方向性について
　⑵多文化共生推進の体制づくりについて
　⑶窓口業務等の支援機能の強化について
　⑷多文化共生社会構築の担い手について
２　食育について
　⑴福生市における食育の考え方について
　⑵学校給食について
　⑶食物アレルギーについて

１　入札制度について
　⑴公共工事契約の不調対策について
　⑵都の入札契約制度改革について
２　マイナンバーカード申請サポートについて
３　生産緑地の要件緩和について
４　インフルエンザ予防接種の助成について
５　無電柱化の推進について

１　銀座通りのインターロッキング舗装について
　⑴現在の状況と維持管理について
　⑵今後の方向性について
２　市内のＡＥＤ普及に対する取り組みについて
　⑴市内公共施設の設置状況について
　⑵ＡＥＤ講習会等への取り組みについて

１　福生市の地域防災計画と事業継続計画について
　⑴福生市防災会議における女性の登用について
　⑵災害時要配慮者と避難行動要支援者について
　⑶多様な防災訓練について
　⑷避難所の管理運営と在宅等避難者の支援について
　⑸事業継続計画での非常時の職員への対応について
２　介護保険事業について
　⑴第６期介護保険事業計画の進度と第７期計画の改正
　　　概要について
　⑵在宅医療介護連携について

１　人口減少対策、定住化対策について
　⑴子育て世代への住宅施策について
　⑵空き家対策について
２　福生市の財政状況について
　３　防災食育センターでの食物アレルギー対応給食の開
　　　始について
　⑴食物アレルギー対応について
　⑵食物アレルギー対応の献立作成・調理・配送業務の

外部委託について

１　生活困窮者自立支援について
　⑴子ども学習支援事業と任意事業について
２　総合教育会議について
　⑴現状と評価について
　⑵総合教育会議の方向性について
３　特別支援教育について
　⑴特別支援教育の充実について
　⑵特別支援教室と通学について
４　就学援助費の支給状況と入学前支給について
５　学校トイレの洋式化について

１　横田基地について
　⑴グローバルホークについて
　⑵急増し続けるパラシュート降下訓練について
　⑶４年連続飛行回数１万回超えについて
　⑷オスプレイの飛行時間と重大事故率増加について
　⑸オスプレイの飛来・離着陸急増について
　⑹ＣＶ－22オスプレイの配備延期について
２　核兵器禁止条約草案発表について
３　市内のカラスの巣撤去について
４　市内の地震対策について

⑶　　平成29年7月25日　　福生市議会だより　　No.207 平成29年7月25日　　福生市議会だより　　No.207　 ⑹

総合戦略の具体的な取り組みについて
田村 正秋 議員

　質問　総合戦略に基づく定住化施
策の具体的な内容と、定住化に向け
た市長の思いを伺う。
　市長　今年度予算で総合戦略に位
置づけた定住化施策は109事業、事
業費は69億8108万２千円。定住化対
策は本市の命題であり、人口はまち
の活力の原動力である。今後も手を
緩めず、総合戦略の各定住化施策を
推進し、子育て世代をはじめとした
多くの方々の定住を促し、本市に愛
着を持っていただくよう活気あるま
ちづくりを進める。 ▲福生市人口ビジョン及び総合戦略の冊子

マイナンバーカードの運用状況とスケジュールについて
乙津 豊彦 議員

　質問　情報連携やマイナポータル
等、マイナンバー制度の運用状況と
今後のスケジュールについて伺う。
　市長　４月21日付けの内閣府・総
務省の文書によれば、７月18日から
情報提供ネットワークシステムが稼
働し、３箇月程度は試行運用期間と
するとのこと。その間、申請者等か
ら添付書類の提出を受け、情報連携
で事務処理して業務習熟を図り、従
来の事務処理結果とのそごを確認・
検証する。これまで、運用開始後は
添付書類不要と説明されているが、

国の広報等での周知とともに、本市
広報、ホームページ等でも周知する。

▲マイナンバーカード見本

電線類地中化について
清水 義朋 議員

　質問　無電柱化推進に向けた都の
動きや情報等をつかんでいるか。市
道の無電柱化対策について本市の考
えは。
　市長　都は、セーフシティ実現の
一環として無電柱化推進条例制定や
都道の電柱新設禁止等を掲げ、今年
度当初予算では無電柱化チャレンジ
支援事業として、対象となる区市町
村道の無電柱化を100％補助すると
した。市では、今回の補助金の活用
を検討しており、本町通りをチャレ
ンジ路線として都と調整中で、早け

れば今年度補正予算で事業化する。

▲本町通りの電柱の様子

他国からの武力攻撃等に対する安全対策は
三原 智子 議員

　質問　ここ数年の世界情勢は、特
に平和に関する事柄で不安定さが増
しているが、他国から武力攻撃等が
あった場合の本市の対応を伺う。
　市長　国は、全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）による緊急情報の
伝達や、避難行動等を周知しており、
本市ホームページにも掲載した。武
力攻撃事態等に対しては、福生市国
民保護計画により市民へ情報伝達と
避難指示等を行い、被害発生時は関
係各機関と連携して対応していく。
今後も引き続き、国や都からの情報

収集、市民への正確で迅速な情報伝
達に努める。
 

▲Ｊアラートについてお知らせするリーフレット
　（ふっさ安全安心まちづくりだより「あんまち!!」抜粋）

道路整備計画の概要について
町田 成司 議員

　質問　道路は市民生活の基盤であ
り、生活に一番接する重要なことだ
と考える。通学路の整備について、
道路整備計画の基本的な考え方の中
ではどのように考えているか伺う。
　市長　通学路の安全対策について
は、歩行者の安全確保の観点から、
道路を改修し、路面標示や歩行者防
護柵を設置する等の手法は、通学路
に限らずどのような道路においても
同様である。
　今後、策定するこの道路整備計画
に、通学路に関する視点も網羅して

取り組んでいく考えである。

▲市内の通学路

　今定例会では、13名の議員が市政全般にわたり一般質問
を行いました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、
一問一答方式、併用方式（一括と一問一答の併用）のいず
れかを議員が選択し、質問しました。
　要旨は一問とし３ページから５ページに掲載しました。
一般質問の項目は６ページに全て掲載してあります。
　詳しくは、8月下旬発行予定の会議録を市役所情報コー
ナー、図書館または福生市ホームページからご覧ください。

市 政 の こ こ を 問 う

（要旨）一 般 質 問

道の無電柱化
えは。
市長　都は
一環として無
都道の電柱新
度当初予算で
支援事業とし

の間、申請者等か
を受け、情報連携
業務習熟を図り、従
果とのそごを確認・
で、運用開始後は
説明されているが、 ▲マイナンバーカード見本

【おもて面】

【うら面】

清水 義朋
（一括）

田村 正秋
（一括）

幡垣 正生
（併用）

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。
放映日時、放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャ
ンネルガイドでお知らせしますので、ぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継

・傍聴者数　延べ63人
・インターネット議会中継閲覧数

　（6月6日～6月22日）延べ170件

平成29年第2回定例会本会議の
傍聴者数等 ◎傍聴におでかけください。

◎議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送る
　磁気ループを導入しています。

◆本会議（予定）午前10時開会
　９月５日（火）～８日（金）及び28日（木）

◆決算審査特別委員会（予定）午前９時30分開会
　９月12日（火）～15日（金）

◆常任委員会（予定）午前10時開会
　９月20日（水）～22日（金）

次回定例会のお知らせ

　平成29年第３回定例会は、９月５日(火)から28日（木）まで
を予定しています。
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市内のカラスの巣撤去について
奥富 喜一 議員

　質問　旧自由広場の住宅建設地内
にカラスの巣があると通報があった
ようだが、対応や動物愛護法との関
連、住民生活の安全との調和を問う。
　市長　動物愛護法の対象は飼育動
物であり、カラスは対象外であるが、
鳥獣保護法の保護対象なので、被害
もなくむやみに巣は撤去できない。
　総務部長　今年３月、もくせい公
園利用者から住宅貸付地南側にある
巣の撤去依頼があり、貸付事業者に
確認と撤去を要請した。巣にひなが
おり、威嚇等も認められなかったた

め、５月にひなの巣立ちを確認した
後に、貸付事業者が巣を撤去した。

▲カラスの巣の様子

総合教育会議の現状と評価について
原田　剛 議員

　質問　総合教育会議は、教育現場
の取り組みや本市の施策の効果等が
確認でき、その意義は大きいと思う
が、会議の現状と評価を伺う。
　市長　これまでに延べ５回会議を
開催。初回には教育大綱を策定し、
私の進行のもと、教育長、教育委員
のほか市長部局からも毎回出席する。
放課後児童問題や英語教育の推進、
学力向上に向けた授業改善等、時々
の現状認識や改善テーマを掲げ、必
要な人材を加えて議論や意見交換を
重ねたことで、教育委員会との連携

が強化され、本市教育行政にとって
効果的で意義深いものとなっている。

避難所の管理運営と在宅等避難者支援について
五十嵐 みさ 議員

　質問　性的少数者（ＬＧＢＴ）へ
の配慮や在宅避難者・車中等避難者
への支援、ペットの同行避難等、新
たな課題に対する本市の取り組みは。
　市長　女性や要配慮者への配慮は、
避難所の運営上大変重要である。
　現在、小・中学校ごとに避難所運
営連絡会を設け、避難所運営マニュ
アルを作成し、要配慮者等への対応
を協議している。今後は、新たな課
題についても協議をしていきたい。
また、在宅・車中等避難についても、
地域防災計画改定に合わせて関係機

関の取り組みなどを精査する。

▲福生市防災訓練の様子

多文化共生における窓口業務等の支援機能強化について
青木　健 議員

　質問　タブレット端末の外国語通
訳アプリケーションを使って、外国
人に窓口対応する官公庁や病院等が
増えたが、導入について所見を伺う。
　市長　市役所１階に秘書広報課広
報広聴係を配置し、外国人にも相談
窓口として活用いただいている。現
在は特段支障はないが、タブレット
による外国語通訳アプリケーション
等は多言語に対応し、外国人とのコ
ミュニケーションツールとして有効
だと思うので、導入済みの他自治体
の活用状況や事業形態、経費等も含

め、情報収集に努める。

▲タブレット端末を利用したテレビ通訳シス
　テムによる窓口対応（新宿区ＨＰより）

防災食育センターの食物アレルギー対応について
池田 公三 議員

　質問　７大品目以外のアレルギー
原因物質を持つ児童・生徒への対応
を伺う。担任にも、保護者と同様の
詳細な献立表を配布すべきでは。
　教育長　今年９月から特定原材料
７品目を除去した１献立を提供する。
それ以外の原因物質を持つ児童・生
徒については、希望する保護者に詳
細献立表と使用食材原料配合表を配
布し、該当物質が含まれる日には現
在と同様に、学校に届け出たうえで
各家庭で準備してもらう。現在も小
学校教員に詳細献立表等を配布して

おり、９月からも中学校を含め配布
し、情報共有する。
 

生産緑地の要件緩和について
堀 雄一朗 議員

　質問　都市緑地法等の一部を改正
する法律が成立し、生産緑地指定下
限面積の引き下げが条例で可能とな
った。本市への影響と取り組みは。
　市長　生産緑地制度は、本市の優
良農地を残すため貴重な制度である。
追加指定可能箇所や農業者等の意向
は把握していないが、今後、農業委
員会と調整する。生産緑地の保全・
活用や追加指定等は、農業振興計画
や緑の基本計画の重点施策でもあり、
農業委員会の要請があれば、公園緑
地等整備や土地利用状況を勘案し、

面積要件緩和が必要なら条例制定や
追加指定手続きを進める。

▲市内の生産緑地

ＡＥＤの市内公共施設の設置状況について
幡垣 正生 議員

　質問　ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）の市内公共施設への設置状況と
設置場所の周知について、また本市
主催イベント等開催時の対応を伺う。
　市長　ＡＥＤは、平成16年に非医
療従事者の一般市民にも使用が認め
られて以降、急速に普及した。本市
では市役所や体育施設、学校など公
共施設40箇所に計42台設置し、本市
ホームページや防災マップ、全国Ａ
ＥＤマップ等で市民に周知している。
貸し出し用は市役所等に計５台配備
している。本市主催・後援事業や公

共的団体の活動事業にも積極的に貸
し出し、予期せぬ事態に備えている。

▲中央体育館に設置されているＡＥＤ

民生委員・児童委員と行政及び学校との連携は
佐藤 弘治 議員

　質問　民生委員・児童委員は、福
祉や子育て等において、本市や学校
とどのように連携をとっているのか。
　市長　民生委員は地域と行政のパ
イプ役として、各部署の委員会では
住民が抱える問題を熟知する立場で
協議・検討に協力し、また、住民を
サービス窓口につなぐ等の活動をし
ている。児童委員は、問題を抱える
児童・生徒に関係機関や保護者とも
連携して支援を行う。毎年、児童委
員、学校、児童相談所、子ども家庭
支援センターの４者が児童・生徒の

問題解決に向け協議し、認識を共有
して日頃の取り組みに生かしている。
 

▲民生委員・児童委員パンフレット

　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」の皆さんにご協力い
ただき、市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視
覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいまし
たらご連絡ください。　議会事務局　☎042-551-1523

○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいところをすぐに検
索できるなど、情報検索性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用
具として給付を受けられます。（利用者一割負担）

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会
を感じていただけると思います。
　「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推進するため、積
極的に議会情報をお届けしていきたいと考えておりますので、ぜ
ひご利用ください。

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
◆アクセス方法
　福生市公式ホームページ（http://www.city.fussa.tokyo.jp/)に
アクセスして「福生市議会」→「インターネット中継」の順にク
リックしてください。

　政務活動費は、地方自治法や福生市議会政務活動費の交付に関する条例の規定によ
り、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として各会派に対
し交付されます。
　交付額は、会派の所属議員１人につき月額２万円です。（残金が生じた場合は返還）
　各会派の収支報告書は、議会事務局（市役所第２棟３階）及び市ホームページでご
覧いただけます。

会派名

正 和 会

公 明 党

日本共産党 池田公三　奥富喜一

田村正秋

三原智子

市民派クラブ

2,640,000

960,000

480,000

240,000

240,000

2,451,582

985,333

579,279

258,100

239,088

188,418

0

0

0

912

・調査研究費　教育行政について（西都市）ほか
・研　修　費　全国都市問題会議（岡山市）
・広　報　費　正和会だより発行諸経費
・資料作成費　コピー用紙、インクカートリッジほか
・資料購入費　書籍

・調査研究費　「認知症の人とともに暮らすまちづくり宣言
　　　　　　　　2015」について（大牟田市）ほか
・広　報　費　公明ふっさ発行諸経費
・資料作成費　コピー用紙、インクカートリッジ

・研　修　費　自治体議員立憲ネットワーク研修（那覇市）
・広　報　費　日本共産党福生市議団ニュース発行諸経費
・資料作成費　コピー用紙、インクカートリッジほか
・資料購入費　書籍、日本教育新聞

・研　修　費　全国都市問題会議（岡山市）
・広　報　費　市民派クラブだより発行諸経費

・調査研究費　障害者差別の解消に向けた条例の制定
　　　　　　　について（明石市）ほか
・研　修　費　全国都市問題会議（岡山市）ほか
・広　報　費　議会報告会諸経費
・資料作成費　用紙代
・資料購入費　書籍、西多摩新聞、西の風新聞ほか

生活者
ネットワーク

所　属　議　員 交付額（円） 支出額（円） 返還額（円） 主　な　使　途

平成28年度
政務活動費の活用状況
をお知らせします

福生七夕まつり福生七夕まつり第67回

佐藤弘治　幡垣正生　
町田成司　武藤政義　
清水義朋　末次和夫　
乙津豊彦　串田金八　
田村昌巳　大野　聰
杉山行男

青木　健　五十嵐みさ
堀雄一朗　原田　剛

ご利用ください
　　　インターネット議会中継

「声の市議会だより」を
　　　　　　お届けしています

▲食物アレルギー対応給食の個別容器

8月3日㈭～6日㈰
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市内のカラスの巣撤去について
奥富 喜一 議員

　質問　旧自由広場の住宅建設地内
にカラスの巣があると通報があった
ようだが、対応や動物愛護法との関
連、住民生活の安全との調和を問う。
　市長　動物愛護法の対象は飼育動
物であり、カラスは対象外であるが、
鳥獣保護法の保護対象なので、被害
もなくむやみに巣は撤去できない。
　総務部長　今年３月、もくせい公
園利用者から住宅貸付地南側にある
巣の撤去依頼があり、貸付事業者に
確認と撤去を要請した。巣にひなが
おり、威嚇等も認められなかったた

め、５月にひなの巣立ちを確認した
後に、貸付事業者が巣を撤去した。

▲カラスの巣の様子

総合教育会議の現状と評価について
原田　剛 議員

　質問　総合教育会議は、教育現場
の取り組みや本市の施策の効果等が
確認でき、その意義は大きいと思う
が、会議の現状と評価を伺う。
　市長　これまでに延べ５回会議を
開催。初回には教育大綱を策定し、
私の進行のもと、教育長、教育委員
のほか市長部局からも毎回出席する。
放課後児童問題や英語教育の推進、
学力向上に向けた授業改善等、時々
の現状認識や改善テーマを掲げ、必
要な人材を加えて議論や意見交換を
重ねたことで、教育委員会との連携

が強化され、本市教育行政にとって
効果的で意義深いものとなっている。

避難所の管理運営と在宅等避難者支援について
五十嵐 みさ 議員

　質問　性的少数者（ＬＧＢＴ）へ
の配慮や在宅避難者・車中等避難者
への支援、ペットの同行避難等、新
たな課題に対する本市の取り組みは。
　市長　女性や要配慮者への配慮は、
避難所の運営上大変重要である。
　現在、小・中学校ごとに避難所運
営連絡会を設け、避難所運営マニュ
アルを作成し、要配慮者等への対応
を協議している。今後は、新たな課
題についても協議をしていきたい。
また、在宅・車中等避難についても、
地域防災計画改定に合わせて関係機

関の取り組みなどを精査する。

▲福生市防災訓練の様子

多文化共生における窓口業務等の支援機能強化について
青木　健 議員

　質問　タブレット端末の外国語通
訳アプリケーションを使って、外国
人に窓口対応する官公庁や病院等が
増えたが、導入について所見を伺う。
　市長　市役所１階に秘書広報課広
報広聴係を配置し、外国人にも相談
窓口として活用いただいている。現
在は特段支障はないが、タブレット
による外国語通訳アプリケーション
等は多言語に対応し、外国人とのコ
ミュニケーションツールとして有効
だと思うので、導入済みの他自治体
の活用状況や事業形態、経費等も含

め、情報収集に努める。

▲タブレット端末を利用したテレビ通訳シス
　テムによる窓口対応（新宿区ＨＰより）

防災食育センターの食物アレルギー対応について
池田 公三 議員

　質問　７大品目以外のアレルギー
原因物質を持つ児童・生徒への対応
を伺う。担任にも、保護者と同様の
詳細な献立表を配布すべきでは。
　教育長　今年９月から特定原材料
７品目を除去した１献立を提供する。
それ以外の原因物質を持つ児童・生
徒については、希望する保護者に詳
細献立表と使用食材原料配合表を配
布し、該当物質が含まれる日には現
在と同様に、学校に届け出たうえで
各家庭で準備してもらう。現在も小
学校教員に詳細献立表等を配布して

おり、９月からも中学校を含め配布
し、情報共有する。
 

生産緑地の要件緩和について
堀 雄一朗 議員

　質問　都市緑地法等の一部を改正
する法律が成立し、生産緑地指定下
限面積の引き下げが条例で可能とな
った。本市への影響と取り組みは。
　市長　生産緑地制度は、本市の優
良農地を残すため貴重な制度である。
追加指定可能箇所や農業者等の意向
は把握していないが、今後、農業委
員会と調整する。生産緑地の保全・
活用や追加指定等は、農業振興計画
や緑の基本計画の重点施策でもあり、
農業委員会の要請があれば、公園緑
地等整備や土地利用状況を勘案し、

面積要件緩和が必要なら条例制定や
追加指定手続きを進める。

▲市内の生産緑地

ＡＥＤの市内公共施設の設置状況について
幡垣 正生 議員

　質問　ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）の市内公共施設への設置状況と
設置場所の周知について、また本市
主催イベント等開催時の対応を伺う。
　市長　ＡＥＤは、平成16年に非医
療従事者の一般市民にも使用が認め
られて以降、急速に普及した。本市
では市役所や体育施設、学校など公
共施設40箇所に計42台設置し、本市
ホームページや防災マップ、全国Ａ
ＥＤマップ等で市民に周知している。
貸し出し用は市役所等に計５台配備
している。本市主催・後援事業や公

共的団体の活動事業にも積極的に貸
し出し、予期せぬ事態に備えている。

▲中央体育館に設置されているＡＥＤ

民生委員・児童委員と行政及び学校との連携は
佐藤 弘治 議員

　質問　民生委員・児童委員は、福
祉や子育て等において、本市や学校
とどのように連携をとっているのか。
　市長　民生委員は地域と行政のパ
イプ役として、各部署の委員会では
住民が抱える問題を熟知する立場で
協議・検討に協力し、また、住民を
サービス窓口につなぐ等の活動をし
ている。児童委員は、問題を抱える
児童・生徒に関係機関や保護者とも
連携して支援を行う。毎年、児童委
員、学校、児童相談所、子ども家庭
支援センターの４者が児童・生徒の

問題解決に向け協議し、認識を共有
して日頃の取り組みに生かしている。
 

▲民生委員・児童委員パンフレット

　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」の皆さんにご協力い
ただき、市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視
覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいまし
たらご連絡ください。　議会事務局　☎042-551-1523

○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいところをすぐに検
索できるなど、情報検索性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用
具として給付を受けられます。（利用者一割負担）

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会
を感じていただけると思います。
　「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推進するため、積
極的に議会情報をお届けしていきたいと考えておりますので、ぜ
ひご利用ください。

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
◆アクセス方法
　福生市公式ホームページ（http://www.city.fussa.tokyo.jp/)に
アクセスして「福生市議会」→「インターネット中継」の順にク
リックしてください。

　政務活動費は、地方自治法や福生市議会政務活動費の交付に関する条例の規定によ
り、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として各会派に対
し交付されます。
　交付額は、会派の所属議員１人につき月額２万円です。（残金が生じた場合は返還）
　各会派の収支報告書は、議会事務局（市役所第２棟３階）及び市ホームページでご
覧いただけます。
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・広　報　費　正和会だより発行諸経費
・資料作成費　コピー用紙、インクカートリッジほか
・資料購入費　書籍

・調査研究費　「認知症の人とともに暮らすまちづくり宣言
　　　　　　　　2015」について（大牟田市）ほか
・広　報　費　公明ふっさ発行諸経費
・資料作成費　コピー用紙、インクカートリッジ

・研　修　費　自治体議員立憲ネットワーク研修（那覇市）
・広　報　費　日本共産党福生市議団ニュース発行諸経費
・資料作成費　コピー用紙、インクカートリッジほか
・資料購入費　書籍、日本教育新聞

・研　修　費　全国都市問題会議（岡山市）
・広　報　費　市民派クラブだより発行諸経費

・調査研究費　障害者差別の解消に向けた条例の制定
　　　　　　　について（明石市）ほか
・研　修　費　全国都市問題会議（岡山市）ほか
・広　報　費　議会報告会諸経費
・資料作成費　用紙代
・資料購入費　書籍、西多摩新聞、西の風新聞ほか
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所　属　議　員 交付額（円） 支出額（円） 返還額（円） 主　な　使　途

平成28年度
政務活動費の活用状況
をお知らせします

福生七夕まつり福生七夕まつり第67回

佐藤弘治　幡垣正生　
町田成司　武藤政義　
清水義朋　末次和夫　
乙津豊彦　串田金八　
田村昌巳　大野　聰
杉山行男

青木　健　五十嵐みさ
堀雄一朗　原田　剛

ご利用ください
　　　インターネット議会中継

「声の市議会だより」を
　　　　　　お届けしています

▲食物アレルギー対応給食の個別容器

8月3日㈭～6日㈰



平成29年 第2回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

乙津 豊彦
（併用）

⑩

町田 成司
（一問一答）

佐藤 弘治
（一括）

三原 智子
（一問一答）

③

⑪

堀 雄一朗
（併用）

⑫

⑬

池田 公三
（一問一答）

原田　剛
（併用）

奥富 喜一
（一問一答）

五十嵐 みさ
（一問一答）

青木　 健
（一問一答）

１　横田基地について
　⑴ＣＶ－22オスプレイについて
　⑵ＲＱ－４グローバルホークについて
　⑶国からの情報提供について
２　電線類地中化について
　⑴電線類地中化に対する東京都の動きについて
　⑵市の考え方について

１　福生市公式キャラクターの運用について
　　⑴福生市公式キャラクター「たっけー」の運用、管理
　　　について
２　道路行政について
　⑴道路整備計画の概要について
　
１　公園管理について
　⑴かに坂公園ののり面の対応について
２　総合戦略に基づく定住化施策について
　⑴具体的な取り組み等について
３　福生市中央体育館について
　⑴老朽化対策等について
４　交通安全対策について
　　⑴中学校で実施されたスケアード・ストレイト方式の
　　　交通安全教室について
　⑵高齢者の交通安全対策について

１　マイナンバーについて
　　⑴通知カード並びにマイナンバーカードの発行状況に
　　　ついて
　⑵運用状況並びにスケジュールについて
　⑶手続きにおける個人番号の記載・確認について
２　国道16号線拡幅工事について
　⑴現状について
　⑵事業に対する市の関与について

１　市民の安全対策について
　　⑴他国からの武力攻撃等に対する現在の市の対応につ

いて
　⑵Ｊアラートの周知について
２　総合教育会議について　
　⑴会議の役割と市長の考えについて
　⑵平成29年度第１回総合教育会議について

１　民生委員・児童委員について
　⑴民生委員制度の概要等と職務について
　⑵配置等について
　⑶行政、学校との連携について
　⑷民生委員制度100周年記念事業について
２　まちづくり行政について
　⑴公共施設等総合管理計画について
　⑵立地適正化計画の方向性について

１　多文化共生について
　⑴多文化共生推進の方向性について
　⑵多文化共生推進の体制づくりについて
　⑶窓口業務等の支援機能の強化について
　⑷多文化共生社会構築の担い手について
２　食育について
　⑴福生市における食育の考え方について
　⑵学校給食について
　⑶食物アレルギーについて

１　入札制度について
　⑴公共工事契約の不調対策について
　⑵都の入札契約制度改革について
２　マイナンバーカード申請サポートについて
３　生産緑地の要件緩和について
４　インフルエンザ予防接種の助成について
５　無電柱化の推進について

１　銀座通りのインターロッキング舗装について
　⑴現在の状況と維持管理について
　⑵今後の方向性について
２　市内のＡＥＤ普及に対する取り組みについて
　⑴市内公共施設の設置状況について
　⑵ＡＥＤ講習会等への取り組みについて

１　福生市の地域防災計画と事業継続計画について
　⑴福生市防災会議における女性の登用について
　⑵災害時要配慮者と避難行動要支援者について
　⑶多様な防災訓練について
　⑷避難所の管理運営と在宅等避難者の支援について
　⑸事業継続計画での非常時の職員への対応について
２　介護保険事業について
　⑴第６期介護保険事業計画の進度と第７期計画の改正
　　　概要について
　⑵在宅医療介護連携について

１　人口減少対策、定住化対策について
　⑴子育て世代への住宅施策について
　⑵空き家対策について
２　福生市の財政状況について
　３　防災食育センターでの食物アレルギー対応給食の開
　　　始について
　⑴食物アレルギー対応について
　⑵食物アレルギー対応の献立作成・調理・配送業務の

外部委託について

１　生活困窮者自立支援について
　⑴子ども学習支援事業と任意事業について
２　総合教育会議について
　⑴現状と評価について
　⑵総合教育会議の方向性について
３　特別支援教育について
　⑴特別支援教育の充実について
　⑵特別支援教室と通学について
４　就学援助費の支給状況と入学前支給について
５　学校トイレの洋式化について

１　横田基地について
　⑴グローバルホークについて
　⑵急増し続けるパラシュート降下訓練について
　⑶４年連続飛行回数１万回超えについて
　⑷オスプレイの飛行時間と重大事故率増加について
　⑸オスプレイの飛来・離着陸急増について
　⑹ＣＶ－22オスプレイの配備延期について
２　核兵器禁止条約草案発表について
３　市内のカラスの巣撤去について
４　市内の地震対策について

⑶　　平成29年7月25日　　福生市議会だより　　No.207 平成29年7月25日　　福生市議会だより　　No.207　 ⑹

総合戦略の具体的な取り組みについて
田村 正秋 議員

　質問　総合戦略に基づく定住化施
策の具体的な内容と、定住化に向け
た市長の思いを伺う。
　市長　今年度予算で総合戦略に位
置づけた定住化施策は109事業、事
業費は69億8108万２千円。定住化対
策は本市の命題であり、人口はまち
の活力の原動力である。今後も手を
緩めず、総合戦略の各定住化施策を
推進し、子育て世代をはじめとした
多くの方々の定住を促し、本市に愛
着を持っていただくよう活気あるま
ちづくりを進める。 ▲福生市人口ビジョン及び総合戦略の冊子

マイナンバーカードの運用状況とスケジュールについて
乙津 豊彦 議員

　質問　情報連携やマイナポータル
等、マイナンバー制度の運用状況と
今後のスケジュールについて伺う。
　市長　４月21日付けの内閣府・総
務省の文書によれば、７月18日から
情報提供ネットワークシステムが稼
働し、３箇月程度は試行運用期間と
するとのこと。その間、申請者等か
ら添付書類の提出を受け、情報連携
で事務処理して業務習熟を図り、従
来の事務処理結果とのそごを確認・
検証する。これまで、運用開始後は
添付書類不要と説明されているが、

国の広報等での周知とともに、本市
広報、ホームページ等でも周知する。

▲マイナンバーカード見本

電線類地中化について
清水 義朋 議員

　質問　無電柱化推進に向けた都の
動きや情報等をつかんでいるか。市
道の無電柱化対策について本市の考
えは。
　市長　都は、セーフシティ実現の
一環として無電柱化推進条例制定や
都道の電柱新設禁止等を掲げ、今年
度当初予算では無電柱化チャレンジ
支援事業として、対象となる区市町
村道の無電柱化を100％補助すると
した。市では、今回の補助金の活用
を検討しており、本町通りをチャレ
ンジ路線として都と調整中で、早け

れば今年度補正予算で事業化する。

▲本町通りの電柱の様子

他国からの武力攻撃等に対する安全対策は
三原 智子 議員

　質問　ここ数年の世界情勢は、特
に平和に関する事柄で不安定さが増
しているが、他国から武力攻撃等が
あった場合の本市の対応を伺う。
　市長　国は、全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）による緊急情報の
伝達や、避難行動等を周知しており、
本市ホームページにも掲載した。武
力攻撃事態等に対しては、福生市国
民保護計画により市民へ情報伝達と
避難指示等を行い、被害発生時は関
係各機関と連携して対応していく。
今後も引き続き、国や都からの情報

収集、市民への正確で迅速な情報伝
達に努める。
 

▲Ｊアラートについてお知らせするリーフレット
　（ふっさ安全安心まちづくりだより「あんまち!!」抜粋）

道路整備計画の概要について
町田 成司 議員

　質問　道路は市民生活の基盤であ
り、生活に一番接する重要なことだ
と考える。通学路の整備について、
道路整備計画の基本的な考え方の中
ではどのように考えているか伺う。
　市長　通学路の安全対策について
は、歩行者の安全確保の観点から、
道路を改修し、路面標示や歩行者防
護柵を設置する等の手法は、通学路
に限らずどのような道路においても
同様である。
　今後、策定するこの道路整備計画
に、通学路に関する視点も網羅して

取り組んでいく考えである。

▲市内の通学路

　今定例会では、13名の議員が市政全般にわたり一般質問
を行いました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、
一問一答方式、併用方式（一括と一問一答の併用）のいず
れかを議員が選択し、質問しました。
　要旨は一問とし３ページから５ページに掲載しました。
一般質問の項目は６ページに全て掲載してあります。
　詳しくは、8月下旬発行予定の会議録を市役所情報コー
ナー、図書館または福生市ホームページからご覧ください。

市 政 の こ こ を 問 う

（要旨）一 般 質 問

道の無電柱化
えは。
市長　都は
一環として無
都道の電柱新
度当初予算で
支援事業とし

の間、申請者等か
を受け、情報連携
業務習熟を図り、従
果とのそごを確認・
で、運用開始後は
説明されているが、 ▲マイナンバーカード見本

【おもて面】

【うら面】

清水 義朋
（一括）

田村 正秋
（一括）

幡垣 正生
（併用）

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。
放映日時、放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャ
ンネルガイドでお知らせしますので、ぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継

・傍聴者数　延べ63人
・インターネット議会中継閲覧数

　（6月6日～6月22日）延べ170件

平成29年第2回定例会本会議の
傍聴者数等 ◎傍聴におでかけください。

◎議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送る
　磁気ループを導入しています。

◆本会議（予定）午前10時開会
　９月５日（火）～８日（金）及び28日（木）

◆決算審査特別委員会（予定）午前９時30分開会
　９月12日（火）～15日（金）

◆常任委員会（予定）午前10時開会
　９月20日（水）～22日（金）

次回定例会のお知らせ

　平成29年第３回定例会は、９月５日(火)から28日（木）まで
を予定しています。



◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 案れたたた案件た案件されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）
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す
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セ
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よ
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セ
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す
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定
価
格
１
億
５
千
万
円
以
上

の
た
め
、
福
生
市
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
。
契
約
金
額
２

億
６
４
１
８
万
９
６
０
０
円
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
表
彰
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
本
市
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
平
野
裕
子
氏

を
、
福
生
市
表
彰
条
例
第
３

条
第
１
項
第
３
号
の
該
当
者

と
し
て
、
自
治
功
労
表
彰
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

福
生
市
表
彰
条
例
第
４
条

第
１
号
の
該
当
者
24
名
を
表

彰
す
る
も
の
。

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
德
永
喜
昭
氏
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
木
村
勝
代
氏
、

井
上
武
氏
、
野
島
征
三
氏
、

町
会
長
等
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
溝
渕
幸
太
郎
氏
、
佐
藤
喜

久
雄
氏
、
渡
邉
徹
夫
氏
、
西

川
雅
博
氏
、
小
澤
芳
輝
氏
、

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
河
上
一
雄

氏
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
田
坂
哲
哉
氏
、
社
会
福
祉

協
力
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
山
崎　

江
氏
、
藤
原
勝
氏
、

石
川
實
氏
、
田
村
洋
明
氏
、

介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
小
澤
正
明
氏
、

交
通
安
全
推
進
委
員
会
委
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
山
下
三

郎
氏
、
國
友
久
夫
氏
、

嶋

秀
機
氏
、
村
野
茂
氏
、
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
と
し
て
貢

献
さ
れ
た
小
林
歌
子
氏
、
地

域
自
立
支
援
協
議
会
委
員
、

社
会
教
育
委
員
、
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
委
員
、
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
委

員
、
み
ど
り
の
推
進
委
員
及

び
消
防
団
員
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
大
杉
浩
司
氏
、
消
防
団

員
と
し
て
貢
献
さ
れ
、
現
在

も
活
躍
中
の
山
上
高
広
氏
、

清
水
辰
雄
氏
の
各
氏
を
、
一

般
表
彰
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
も
の
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

都
道
１
６
６
号
線
の
う
ち
、

松
林
通
り
を
起
点
、
福
生
駅

前
の
西
武
信
用
金
庫
を
終
点

と
す
る
路
線
の
位
置
づ
け
が
、

ま
ち
の
発
展
や
本
市
内
を
通

過
す
る
新
た
な
都
道
幹
線
道

路
整
備
な
ど
に
よ
り
幹
線
道

路
か
ら
生
活
道
路
に
変
貌
し

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
管
理
を

都
か
ら
本
市
へ
移
管
し
て
市

道
第
１
２
７
９
号
線
と
し
て

認
定
し
、
管
理
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
第
一
中
学
校
南
側

の
教
会
踏
切
か
ら
下
る
市
道

第
16
号
線
に
取
り
つ
く
私
道

は
、
降
雨
時
に
公
道
か
ら
雨

水
が
流
れ
込
み
、
排
水
処
理

を
行
っ
て
も
、
な
お
十
分
な

雨
水
対
策
が
取
れ
ず
、
放
置

す
る
と
重
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
所

有
者
か
ら
の
私
道
の
寄
附
の

申
し
出
に
基
づ
き
、
市
道
第

３
３
５
号
線
と
し
て
認
定
し
、

管
理
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

福
生
市
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
、
石
川
惠
一
氏
、
石

川
泰
広
氏
、
小
山
明
男
氏
、

古
谷
清
一
氏
、
村
野
昭
氏
、

森
田
龍
幸
氏
及
び
吉
澤　

治

氏
の
７
名
を
任
命
同
意
す
る

も
の
。

◎
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時

措
置
法
の
期
限
延
長
に
関
す

る
意
見
書
（
委
員
会
提
出
議

案
）

　

１
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ

ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
（
議
員
提

出
議
案
）

　

１
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　

６
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
市
道
路

線
の
認
定
箇
所
及
び
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
（
も
く
せ
い

会
館
）
を
現
地
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
件
の
議
案

を
審
査
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

商
工
会
へ
の
補
助
金
の

増
額
の
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

消
費
者
行
政
推
進
交
付
金
は

毎
年
度
あ
る
の
か
ど
う
か
。

答　

平
成
29
年
４
月
の
段
階

で
商
工
会
３
名
の
人
事
異
動

が
あ
り
、
そ
の
３
名
の
う
ち

平
成
28
年
度
中
は
課
長
の
職

が
い
な
か
っ
た
が
、
課
長
の

職
が
こ
こ
で
配
置
さ
れ
人
件

費
が
増
と
な
っ
て
い
る
。
消

費
者
行
政
推
進
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
度
で
新

規
事
業
の
申
請
が
最
後
と
な

っ
て
い
る
。

問　

消
費
者
行
政
推
進
交
付

金
で
、
電
柱
を
活
用
し
た
啓

発
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

東
電
の
電
柱
が
対
象
で
、

電
柱
自
体
に
設
置
す
る
巻
き

広
告
で
あ
る
。

問　

消
費
者
啓
発
事
業
の
効

果
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

特
殊
詐
欺
の
件
数
が
平

成
26
年
度
、
平
成
27
年
度
は

８
件
ず
つ
で
あ
っ
た
が
、
平

成
28
年
度
は
４
件
で
あ
っ
た

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て問　

雨
水
が
流
入
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
位
の
量
な

の
か
。
私
道
を
市
道
と
し
て

寄
附
を
受
け
る
に
あ
た
り
、

基
準
、
要
件
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答　

平
成
28
年
８
月
の
台
風

９
号
で
は
、
道
路
内
が
約
20

㎝
の
冠
水
に
な
っ
た
。
主
な

条
件
に
つ
い
て
は
、
起
点
及

び
終
点
が
市
道
に
接
続
し
、

幅
員
４
ｍ
以
上
、
す
み
切
り

２
ｍ
以
上
、
道
路
敷
地
の
境

界
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
件
は
雨
水
が
流
入
す
る
た

め
寄
附
を
受
け
た
。

問　

１
２
７
９
号
線
の
方
で
、

移
管
に
当
た
っ
て
東
京
都
に

何
か
条
件
を
付
け
た
こ
と
は

あ
っ
た
か
。

答　

市
で
道
路
を
整
備
す
る

の
で
は
な
く
、
都
で
整
備
を

し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
い
た

後
に
移
管
す
る
と
い
う
条
件

で
受
け
た
。

　

６
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
市
内
の

れ
ん
げ
園
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
元
気
の
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
件
の

議
案
を
審
査
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　

熊
川
保
育
園
改
良
費
補

助
金
に
よ
る
工
事
の
内
容
と

そ
の
効
果
は
。

答　

保
育
室
の
仕
切
り
や
棚

を
取
り
払
っ
た
り
、
廊
下
に

拡
張
す
る
こ
と
で
、
面
積
を

増
や
し
、
定
員
を
１
歳
児
３

人
、
２
歳
児
２
人
、
３
歳
児

１
人
、
全
体
で
74
人
か
ら
80

人
に
増
や
す
。

問　

住
民
基
本
台
帳
事
務
の

シ
ス
テ
ム
改
良
の
内
容
は
。

答　

在
留
資
格
コ
ー
ド
の
拡

張
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
の
画
面
表
示
追
加
、
住
民

票
な
ど
の
帳
票
へ
の
新
た
な

在
留
資
格
の
反
映
で
あ
る
。

問　

シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
料

の
積
算
根
拠
、
保
育
園
改
良

費
補
助
額
算
出
根
拠
、
定
員

増
後
の
面
積
要
件
確
保
は
。

答　

シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
料

の
積
算
根
拠
は
、
同
じ
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
30
自

治
体
で
、
必
要
な
総
費
用
を

人
口
割
で
案
分
し
て
負
担
額

を
算
出
、
諸
費
用
を
加
え
た

金
額
で
あ
る
。
保
育
園
の
改

良
工
事
後
、
定
員
を
増
や
し

て
も
面
積
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
。
改
良
工
事
の

補
助
基
準
額
は
、
市
の
建
築

担
当
な
ど
公
的
機
関
と
工
事

請
負
業
者
の
２
者
以
上
で
見

積
り
、
こ
れ
を
比
較
し
低
い

方
の
額
を
基
準
と
す
る
。

問　

住
民
基
本
台
帳
事
務
の

シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
料
へ
の

補
助
金
は
あ
る
の
か
、
保
育

所
待
機
児
童
の
状
況
と
見
通

し
は
。

答　

国
等
か
ら
の
補
助
金
は

無
い
。
待
機
児
童
は
、
平
成

29
年
度
４
月
は
ゼ
ロ
だ
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
。

問　

新
た
な
在
留
資
格
の
技

能
実
習
３
号
イ
と
ロ
と
は
。

今
後
の
資
格
追
加
対
応
は
。

答　

技
能
実
習
３
号
イ
は
、

日
本
の
企
業
等
が
海
外
の
現

地
法
人
、
合
弁
企
業
や
取
引

先
企
業
の
職
員
を
受
け
入
れ

る
も
の
、
技
能
実
習
３
号
ロ

は
、
事
業
協
同
組
合
、
商
工

会
な
ど
の
団
体
に
加
盟
す
る

企
業
等
で
技
能
実
習
を
行
う

も
の
の
う
ち
４
年
目
、
５
年

目
の
受
け
入
れ
資
格
で
あ
る
。

今
後
同
様
の
追
加
に
は
対
応

で
き
る
。

　

な
お
、
２
件
の
陳
情
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
提
出
さ
れ

た
１
件
を
採
択
し
、
意
見
書

の
提
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
継
続
審
査
と
さ
れ
て

い
た
１
件
は
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

６
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問　

福
生
市
公
立
学
校
と
福

生
市
立
学
校
と
の
違
い
、
用

語
の
整
理
を
行
う
理
由
は
。

答　

公
立
学
校
は
範
囲
が
広

い
の
で
、
市
例
規
の
他
の
規

則
等
と
同
様
に
市
立
に
整
理

す
る
。

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

愛
称
を
付
け
る
考
え
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
愛
称
を

付
け
る
考
え
は
な
い
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

小
学
校
体
育
館
非
構
造

部
材
落
下
防
止
対
策
事
業
の

歳
入
に
お
い
て
同
じ
名
前
の

補
助
金
が
２
つ
計
上
さ
れ
て

い
る
が
違
い
と
経
緯
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
国
庫
補
助
金

と
都
補
助
金
で
事
業
費
の
３

分
の
１
と
６
分
の
１
が
補
助

さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
交
付
決

定
時
期
に
予
算
編
成
が
終
了

し
て
い
た
た
め
６
月
補
正
と

な
っ
た
も
の
。

問　

防
衛
省
９
条
交
付
金
か

ら
文
科
省
及
び
東
京
都
の
補

助
金
に
振
り
替
え
た
理
由
は
。

答　

使
途
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
れ
ら
の
補
助
金
に
対
し
、

９
条
交
付
金
は
、
一
定
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
ハ
ー
ド
に

も
ソ
フ
ト
に
も
使
え
る
の
で

他
の
事
業
に
充
当
で
き
る
た

め
。

問　

財
源
振
替
に
伴
う
不
足

額
を
、
小
学
校
体
育
館
非
構

造
部
材
落
下
防
止
対
策
事
業

で
は
事
業
債
を
使
い
、
便
所

改
良
事
業
で
は
学
校
施
設
等

整
備
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る

の
は
。

答　

非
構
造
部
材
落
下
防
止

対
策
事
業
の
起
債
は
、
元
利

償
還
金
の
50
％
が
普
通
交
付

税
に
算
入
さ
れ
る
が
、
便
所

改
良
事
業
の
起
債
は
算
入
さ

れ
な
い
た
め
。

問　

非
構
造
部
材
落
下
防
止

対
策
事
業
に
お
け
る
起
債
と

一
般
財
源
の
考
え
方
は
。

答　

起
債
は
特
定
財
源
を
除

い
た
額
の
75
％
と
決
め
ら
れ

て
お
り
、
残
り
は
一
般
財
源

と
な
る
。

◇
新
扶
桑
会
館
整
備
工
事

（
建
築
）
請
負
契
約

問　

３
者
に
よ
る
入
札
と
な

っ
た
経
緯
及
び
関
連
工
事
を

分
離
発
注
す
る
理
由
は
。

答　

も
く
せ
い
会
館
建
設
工

事
に
比
べ
難
易
度
が
低
く
資

格
要
件
を
下
げ
た
た
め
。
分

離
発
注
は
市
内
業
者
の
受
注

拡
大
、
育
成
を
図
る
た
め
。

問　

工
事
説
明
会
の
予
定
は
。

答　

７
月
中
旬
を
予
定
し
て

お
り
近
隣
へ
の
ビ
ラ
の
配
布
、

回
覧
等
で
周
知
す
る
。

問　

杭
打
ち
工
事
は
。

答　

既
存
の
杭
を
全
て
撤
去

し
た
う
え
で
新
規
の
杭
打
ち

を
行
う
予
定
。

問　

現
在
の
名
称
は
引
き
継

ぐ
の
か
、
身
体
障
害
者
の
方

の
駐
車
場
は
。

答　

名
称
は
引
き
継
ぐ
予
定
、

身
体
障
害
者
用
の
駐
車
場
は

敷
地
内
に
設
置
。

問　

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
環

境
へ
の
配
慮
、
防
衛
補
助
の

活
用
は
。

答　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
設
置

で
き
な
い
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を

採
用
、
防
衛
補
助
で
災
害
時

に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
を
動
か
す

自
家
発
電
設
備
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）

を
設
置
す
る
予
定
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、付託され
た議案及び陳情の審査が６月13日、14日
及び15日の３日間、建設環境・市民厚生・
総務文教委員会の順で行われました。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程
や議案の取り扱い、議会だよりの編集等
で６回行われました。
　また、横田基地対策特別委員会、まち
の魅力づくり対策特別委員会が６月16日
に行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委
員会から報告された主な審査概要をまと
めました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

に
関
す
る
陳
情
書

■
賛
成

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度

改
革
改
正
法
は
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
約
11
万
人
、
施

設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
約

１
万
人
が
対
象
。
医
療
保

険
制
度
で
も
70
歳
以
上
の

高
額
療
養
費
制
度
の
自
己

負
担
限
度
額
引
き
上
げ
で
、

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
の
た
め
、

こ
の
陳
情
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
る
と
、
平
成

30
年
８
月
か
ら
収
入
に
よ

っ
て
は
３
割
負
担
と
な
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
利
用

料
の
自
己
負
担
が
増
え
る

と
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

予
測
さ
れ
る
の
で
、
こ
の

陳
情
に
は
賛
成
で
あ
る
。

●
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ

サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

■
反
対

　

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ

サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発

に
つ
い
て
反
対
す
る
こ
と

に
は
、
賛
成
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
意
見
書
に
「
あ

ら
ゆ
る
有
効
な
措
置
」
の

文
言
を
入
れ
る
こ
と
は
、

軍
事
に
傾
斜
し
て
い
る
政

権
に
対
す
る
誤
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な

り
、
反
対
で
あ
る
。

■
賛
成

　

我
が
国
は
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
、
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
に
向
け
た

強
い
信
念
を
持
っ
た
国
で

あ
り
、
本
意
見
書
は
こ
れ

を
踏
ま
え
、「
あ
ら
ゆ
る
有

効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
」
と
し

て
お
り
、
何
ら
反
対
す
る

理
由
は
な
く
、
賛
成
す
る
。

■
反
対

　

こ
の
意
見
書
に
は
概
ね

賛
成
で
は
あ
る
が
、
「
あ

ら
ゆ
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
」
の
文
言
で
は
な
く
、

「
対
話
と
圧
力
」
な
ど
平

和
的
解
決
に
向
け
た
文
言

を
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

反
対
す
る
。

●
「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準

備
罪
」
の
慎
重
審
議
を
求

め
る
意
見
書

■
反
対

　

テ
ロ
等
組
織
犯
罪
は
国

際
協
力
な
く
し
て
防
止
で

き
な
い
。
ま
た
、
国
会
審

議
に
お
い
て
も
一
般
人
に

は
こ
の
罪
は
及
ば
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
意
見
書
に
は
反
対
す
る
。

■
反
対

　

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
で

は
、
重
大
な
犯
罪
を
起
こ

す
た
め
に
存
在
し
て
い
る

集
団
が
処
罰
の
対
象
で
あ

り
、
あ
た
か
も
一
般
人
が

日
常
的
に
捜
査
対
象
に
な

る
か
の
よ
う
な
的
外
れ
な

指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

意
見
書
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

本
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

慎
重
審
議
の
結
果
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
制
度
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

討
論

▼
４
月

12
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
関
東
部
会
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談

役
会
議

17
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

臨
時
総
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

八
高
線
八
王
子
・
高
麗

川
間
複
線
化
促
進
協
議

会
監
査

25
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

例
月
出
納
検
査

▼
５
月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

第
１
回
臨
時
会

15
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
16

日
ま
で
）

18
日　

定
期
監
査
（
19
日
ま
で
）

19
日　

東
京
都
三
多
摩
地
区
消

防
運
営
協
議
会
通
常
総

会

24
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

25
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
理

事
会
・
総
会

29
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

定
例
総
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

▼
６
月

６
日　

第
２
回
定
例
会
１
日
目

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

第
２
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

第
２
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

第
２
回
定
例
会
４
日
目

全
員
協
議
会

13
日　

建
設
環
境
委
員
会

14
日　

市
民
厚
生
委
員
会

15
日　

総
務
文
教
委
員
会

16
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
対

策
特
別
委
員
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

22
日　

第
２
回
定
例
会
５
日
目

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
議

員
総
会

例
月
出
納
検
査

「
議
会
日
誌
」

▲市道第1279号線の認定箇所を現地視察

▲園舎の改良が予定されている熊川保育園 ▲福生市表彰式で表彰された方々

▲福生市防災食育センター調理室の様子
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隔
年
で
の
議
会
人
事
の
改

選
が
あ
り
、
新
た
な
顔
ぶ
れ

で
初
の
定
例
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
年
前
は
緊
張
感
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
１
期
目
の
議
員

も
、「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
質

問
、
委
員
会
の
審
査
な
ど
で

は
、
新
た
な
構
成
で
も
し
っ

か
り
と
そ
の
役
目
を
果
し
て

い
た
だ
け
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
表
題
に
も
あ
り
ま

す
が
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る

ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発

は
、
我
が
国
を
は
じ
め
国
際

社
会
に
お
い
て
も
非
常
に
危

険
な
こ
と
で
、
今
回
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
を

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
米
軍
基
地
の
有
る
無
し

に
関
わ
ら
ず
、
も
し
も
の
時

に
は
大
き
な
被
害
が
及
ぶ
こ

と
と
な
る
わ
け
で
、
国
に
お

い
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
新
た
に
「
ま
ち
の

魅
力
づ
く
り
対
策
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
の
切
り
札
は
「
よ

そ
者
、
馬
鹿
者
、
若
者
」
と

も
言
わ
れ
（
地
方
創
生
ビ
ジ

ネ
ス
の
教
科
書
：
増
田
寛
也

著
か
ら
）、
部
外
者
の
目
線

も
取
り
入
れ
た
い
と
の
意
見

も
出
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
委
員

会
に
も
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 編

集
後
記

⑴　　平成29年7月25日　　福生市議会だより　　No.207 平成29年7月25日　　福生市議会だより　　No.207　 ⑻

▼
１
日
目
（
６
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
17
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
市
議
会
議

長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
議
員

へ
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
８
面
に
掲
載
）

そ
の
後
、
４
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
７
日
）
は
、
５

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
８
日
）
は
、
４

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
９
日
）
は
、
市

長
提
出
議
案
及
び
陳
情
に
つ

い
て
は
、
所
管
の
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
表
彰
及
び
一
般
表

彰
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
へ

の
付
託
は
省
略
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
議
案
１

件
に
つ
い
て
は
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
22
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
市
長
提
出
議
案
４
件
は

委
員
長
報
告
の
後
、
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件

の
う
ち
１
件
は
不
採
択
、
１

件
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
た
に
提
出
さ

れ
た
市
長
提
出
議
案
７
件
、

委
員
会
及
び
議
員
提
出
議
案

２
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

同
意
及
び
可
決
さ
れ
、
今
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

　

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
22

日
ま
で
会
期
17
日
間
で
開
催
さ
れ
、
13
名
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
市
長
提
出
議
案
13
件
、
委
員
会
及
び
議
員
提
出

議
案
３
件
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
は
、
５
年
の
期
限
延
長
を
経
て
、

平
成
30
年
５
月
16
日
を
も
っ
て
失
効
と
な
る
。

　

同
法
は
、
昭
和
33
年
の
制
定
以
来
、
基
地
の
統
合
・
返
還
に
よ
り
生

じ
た
多
数
の
離
職
者
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
た
施
策
を

講
じ
つ
つ
、
期
限
延
長
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
に
お
い
て
も
、
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
雇
用
問
題
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

よ
っ
て
、福
生
市
議
会
は
、政
府
等
に
対
し
、同
法
の
期
限
を
延
長
し
、

日
本
人
従
業
員
の
雇
用
安
定
確
保
及
び
離
職
者
対
策
に
万
全
を
期
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

　

北
朝
鮮
は
我
が
国
政
府
は
じ
め
、
国
際
社
会
か
ら
の
度
重
な
る
自
制

要
請
を
無
視
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
在
日
米
軍
基
地
を
標
的
と
す

る
声
明
を
出
し
て
お
り
基
地
の
み
な
ら
ず
本
市
を
含
む
周
辺
地
域
に
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
核
開
発
に
つ
い
て
も
、
核
開
発
を
中
止
す
る
意
思
の
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
国

際
社
会
と
連
携
協
力
し
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中

止
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
有
効
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
）

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
期
限
延
長
に
関
す
る

意
見
書
（
要
旨
）

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
及
び
核
開
発
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

議
員
提
出
議
案
第
３
号

る
飲
食
店
の
紹
介
な
ど
、
若

者
の
視
点
も
取
り
入
れ
た
観

光
資
源
の
再
発
見
の
必
要
性
。

・
現
在
の
観
光
資
源
を
分
析

し
、
再
構
築
し
て
い
く
。

・
和
と
洋
の
文
化
の
更
な
る

魅
力
づ
く
り
の
推
進
。

・
基
地
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
。

・
多
摩
産
材
に
よ
る
伝
統
工

芸
産
業
の
振
興
な
ど
、
広
域

で
の
観
光
行
政
の
取
り
組
み
。

・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
充
実
に
よ
る
交

流
人
口
の
創
出
。

・
福
生
市
内
で
途
切
れ
て
い

る
玉
川
上
水
の
歩
道
の
開
通
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
あ

る
中
、
も
う
少
し
基
本
的
な

調
査
研
究
が
必
要
で
は
と
の

立
場
か
ら
、
市
と
連
携
し
て

観
光
行
政
を
進
め
て
い
る
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
を

招
き
、
福
生
市
に
お
け
る
観

光
行
政
等
の
提
案
を
聞
き
、

委
員
会
と
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
検
討

す
る
の
が
よ
い
の
で
は
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者

と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
福
生

市
Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ

ｅ
ｒ
ｙ
（
ト
ウ
キ
ョ
ウ　

サ

ケ　

ブ
ル
ワ
リ
ー
）」
の
制

作
を
担
当
し
た
森
ビ
ル
株
式

会
社
や
情
報
誌「
じ
ゃ
ら
ん
」

を
編
集
し
、
酒
蔵
関
連
の
事

業
を
受
託
し
て
い
る
株
式
会

ｒ
ｙ（
ト
ウ
キ
ョ
ウ　

サ
ケ　

ブ
ル
ワ
リ
ー
）」
や
福
生
市
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
「
Ｗ
ｈ
ａ

ｔ
ｓ̀　

Ｕ
Ｐ　

Ｆ
ｕ
ｓ
ｓ
ａ

（
ワ
ッ
ツ 

ア
ッ
プ 

フ
ッ
サ
）」
の

上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
企
画
調
整
課
よ

り
、Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス

※
）・
地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
観
光
に
関

す
る
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
福

生
市
交
流
人
口
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス
）

は
、
地
方
創
生
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
情
報
面
か
ら

支
援
す
る
た
め
に
、
経
済
産

業
省
と
内
閣
官
房
（
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事

務
局
）
が
提
供
し
て
い
る
デ

ー
タ
。

２　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
　

各
委
員
よ
り
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
中
野
区
の
よ
う
に
、
歴
史

あ
る
神
社
仏
閣
や
人
気
の
あ

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
設
の
委

員
会
で
あ
り
、調
査
事
項（
付

議
事
件
）
は
、「
新
た
な
観
光

資
源
の
創
出
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
件
の
議
題
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

福
生
市
の
観
光
行
政
の

現
状
に
つ
い
て

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課

よ
り
福
生
七
夕
ま
つ
り
、
ふ

っ
さ
桜
ま
つ
り
、
ほ
た
る
祭
、

観
光
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
等
の
ま

ち
な
か
お
も
て
な
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
ア
メ
リ
カ
ン

ハ
ウ
ス
を
中
心
に
情
報
発
信

を
行
う
ベ
ー
ス
サ
イ
ド
ス
ト

リ
ー
ト
観
光
事
業
、
市
内
２

つ
の
酒
蔵
を
含
む
「
東
京
の

酒
」
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
推
進

す
る
酒
蔵
事
業
及
び
Ｊ
Ａ
Ｆ

観
光
協
定
の
現
状
や
今
後
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
施
報
告
と
し
て
、

平
成
28
年
福
生
七
夕
ま
つ
り

等
の
収
支
決
算
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
再
生
回

数
が
56
万
回
で
あ
る
福
生
市

Ｐ
Ｒ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｅ

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

対
策
特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

　

対
策
特
別
委
員
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
講
師
に
招
く
こ
と
が

可
能
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
次
回
の
委
員

会
を
開
催
予
定
の
９
月
定
例

会
に
お
い
て
講
演
を
行
う
よ

う
調
整
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
４
件
の
議
題
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１　

平
成
28
年
度
防
衛
補
助

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
補
助
事
業

は
３
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

市
道
幹
線
Ⅱ

-

19
号
線
外
１

改
良
事
業
（
第
４
工
区
）
は
、

事
業
費
１
億
77
万
円
、
補
助

額
８
５
９
１
万
３
千
円
。
防

災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

は
、
事
業
費
15
億
８
９
４
４

万
６
千
円
、
補
助
額
11
億
９

２
０
８
万
３
千
円
。
新
扶
桑

会
館
整
備
事
業
実
施
設
計
は
、

事
業
費
６
０
４
万
７
千
円
、

補
助
額
３
１
５
万
８
千
円
。

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
は
３
事
業
で
、

基
金
へ
の
積
み
立
て
が
実
施

さ
れ
た
。
防
災
食
育
セ
ン
タ

ー
食
育
用
備
品
整
備
事
業
は

積
立
額
３
億
円
。
英
語
教
育

指
導
助
手
（
外
国
人
）
委
託

事
業
は
積
立
額
９
千
万
円
。

福生市地酒で乾杯を推進する条例福生市地酒で乾杯を推進する条例

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

▲グローバルホーク（yokotajohoブログより）

平成29年
第2回定例会
平成29年
第2回定例会

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

　

及
び
核
開
発
の
中
止
を
求
め
る

 

意
見
書
を
提
出

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

　

及
び
核
開
発
の
中
止
を
求
め
る

 

意
見
書
を
提
出

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

書
（
29

-

２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

論
の
付
い
た
陳
情
は
次

陳　

情

陳　

情

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
推

進
、
ま
た
、
こ
の
制
度
を
持
続
可

能
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

意
に
沿
い
難
い
。

◆
採
択

○「
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時

措
置
法
」
の
延
長
に
関
す
る
陳
情

書
（
29

-

３
号
）

議員表彰
　全国市議会議長会では、議員として
多年にわたり地方自治に功績のあった
方を表彰しています。
　平成29年度においては、次の方が表
彰されました。

議員10年以上
　清水義朋 議員　末次和夫 議員
　乙津豊彦 議員　杉山行男 議員

～福生市議会では地酒による乾杯で
地域の伝統及び文化への理解を促進する

取り組みを推進しています～

～福生市議会では地酒による乾杯で
地域の伝統及び文化への理解を促進する

取り組みを推進しています～

市
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業

は
積
立
額
１
２
２
０
万
円
。

２　

平
成
30
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
防
衛
補
助
事

業
の
概
算
要
望
と
し
て
、
次

の
事
業
を
要
望
し
て
い
る
。

①
雨
水
管
渠
更
生
事
業
に
係

る
全
体
計
画
調
査
委
託

②
第
三
小
学
校
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
工
事
（
講
堂
）

③
第
五
小
学
校
防
音
機
能
復

旧
（
復
機
）
工
事
（
校
舎
）

④
、⑤
第
六
小
学
校
の
防
音

機
能
復
旧
（
復
機
）
設
計
委

託
（
校
舎
）
及
び
（
講
堂
）

⑥
、⑦
第
三
中
学
校
防
音
機

能
復
旧
（
復
機
）
設
計
委
託

（
校
舎
）
及
び
（
講
堂
）

⑧
新
扶
桑
会
館
整
備
工
事

⑨
防
災
行
政
無
線
施
設
改
良

工
事
設
計
委
託
。

　

９
事
業
補
助
額
３
億
３
１

３
３
万
４
千
円
。

３　

横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

　

７
月
18
日
に
予
定
し
て
い

る
委
員
会
の
全
委
員
に
よ
る

防
衛
省
及
び
北
関
東
防
衛
局

へ
の
要
請
行
動
の
要
望
事
項

案
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

要
望
は
全
８
項
目
で
あ
る
。

４　

横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
３
月
17
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
計
６
機
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
横
田
基
地
に
飛
来
し
た
。

②
人
員
降
下
訓
練
が
３
回
行

わ
れ
、
市
民
か
ら
騒
音
に
よ

る
苦
情
が
７
件
あ
っ
た
。

③
横
田
基
地
を
離
陸
し
た
Ｃ

-

５
輸
送
機
が
油
圧
計
の
異

常
の
た
め
横
田
基
地
へ
再
び

着
陸
し
た
。

④
横
田
基
地
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。

⑤
横
田
基
地
で
関
東
航
空
機

空
中
衝
突
防
止
対
策
会
議
が

開
催
さ
れ
、
民
間
航
空
機
が

飛
来
し
た
。

⑥
米
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
艦
載
機
の
着
陸
訓
練
が

硫
黄
島
で
実
施
で
き
な
い
場

合
は
横
田
基
地
を
使
用
し
て

実
施
す
る
と
の
連
絡
が
国
か

ら
あ
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
。

⑦
米
空
軍
無
人
偵
察
機
グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が
横
田
飛
行

場
へ
一
時
展
開
し
て
い
る
。

⑧
市
内
で
米
軍
関
係
者
に
よ

る
交
通
事
故
が
あ
っ
た
。

⑨
５
月
26
日
か
ら
６
月
９
日

に
横
田
飛
行
場
に
米
軍
Ｆ

-

16
な
ど
の
航
空
機
が
飛
来
し

た
。

▲観光施策のひとつである福生七夕まつり
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